
【1回戦】 昨年に引き続き東北支部が欠場となり、13支部によるトーナメント戦が開始された。
＜第1試合：JIP5-東京14＞JIP支部は2名の助っ人を入れて戦いに挑むも、昨年優勝の東京支部が安定した的中で勝利した。
＜第2試合：四国5-データ11＞三射目で、4中と四国支部が、盛り返したが、データ支部が、着実に的中を重ね勝利した。
＜第3試合：中央4-九州13＞九州支部の前3人が4射皆中で、中央支部に快勝した。
＜第4試合：関西7-北海道6＞最後まで接戦となったが、四射目の落ちの的中で勝負が決し、関西支部が2回戦に駒を進めた。
＜第5試合：関東8-東海7＞二射目で4中を出しリードした関東支部であったが、三射目の全失中により追いつかれるも、最後
の落ちの的中により辛勝した。
【2回戦】
＜第1試合：東京14-データ11＞最初から4連中で、勢い付いた東京支部が一度もリードを許さず、準決勝に駒を進めた。
＜第2試合：九州9-北陸6＞三射目で逆転した九州支部がそのまま、リードを広げ、勝利した。
＜第3試合：関西9-ドコモ5＞7連失と調子の上がらない関西支部であったが、その後は、的中を重ね、勝利した。
＜第4試合：関東9-信越6＞三射目までは同中の接戦となっていたが、四射目で3人が連中した関東支部が信越支部を振り切
り勝利した。
【準決勝】
＜第1試合：東京11-九州9＞二射目までは、九州支部にリードを許す展開であったが、三射目に地力を発揮した東京支部が、
4中を出し、そのまま勝利した。
＜第2試合：関西12-1-関東12-2＞一射目、4中した関東支部のリードで三射目まで進んだが、四射目で全て的中させた関西
支部が追いつき、本日最初の同中競射となり、そのまま関西支部が勝利した。
【決勝】
＜東京11-関西9＞
二射目に全て的中させた東京支部が、リードを保ったまま通算15回目の優勝を連覇で飾った。
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次回大会：
第52回NTTグループ全国弓道大会

主 管： 関東支部
開催日： 平成29年8月（予定）
開催地： 茨城県（予定）

◆◇第５１回NTTグループ全国弓道大会、鳴門大塚スポーツパーク弓道場にて開催◇◆

第51回NTTグループ全国弓道大会が9月24、25日の二日間に渡り、39回大会と同じく鳴門大塚スポーツパーク弓道場で開催
された。

24日に行われた開会式は、黒田副会長の挨拶、大惠徳島県弓道連盟会長の来賓祝辞、川口徳島支店長の歓迎の挨拶の
後、射手大惠俊一郎範士八段、介添・天野忠文錬士六段、横瀬智美錬士五段による来賓射礼が執り行われた。

夜は、こちらも39回大会でお世話になったルネッサンス リゾート ナルトに場所を移し、恒例の懇親会が行われた。

懇親会には大惠県連会長のご出席も賜り、關副会長の挨拶、高畠顧問の乾杯の後、恒例の各支部の熱い決意表明が繰り
広げられ、一年ぶりの再会を喜び大いに親睦を深めた。途中阿波踊りの実演があり会場の全員が見よう見まねで踊りはじめ
るなど、盛会のうちに中〆となった。

翌25日は、射手村上範子錬士六段、介添・三井康子五段、三宅涼代五段による矢渡ののち、団体戦が幕を開けた。

大会は、二連覇を目指す東京支部が危なげなく勝ち上がり、準決勝で関西支部との同中競射を制した関東支部との決勝と
なったが、決勝でも安定した的中を出した東京支部が、前回の50回記念大会に続く二連覇・15回目の優勝を果たした。

個人戦では、一部・頼政秀幸選手（データ）、二部・森晴美選手（北陸）、三部・藤原有紀恵選手（東京）が優勝し、個人総合優
勝（名越賞）は、三人による射詰の結果、初出場の藤原有紀恵選手が獲得し初の栄冠に輝いた。

藤原有紀恵選手は、最優秀選手賞、女子優秀賞も獲得、初出場ながら団体優勝、個人優勝、個人総合優勝（名越賞もあわ
せて授与）と合わせて６冠に輝いた。

なお、前日の総会で長年にわたり事務局長をつとめた大室氏が退任、後任の事務局長に頼政氏が就任し、新たな体制がス
タートした。
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撮影 窪田圭司9月24日午後3時より、徳島鳴門・大塚スポーツパークで役員総会を開催した。

定例の議題に加え、永きにわたり本部事務局長の大役を務めた大室事務局長に代わり、新たに頼政事務局長が就任した。
また、黒川、野中、船津、宇治野の4名が新たに相談役に就任された。

今後のNTTグループ弓道連盟会員増強に向けた広報施策についても議論し、弓道誌や学生大会への広告出稿や連盟HP
の立ち上げ等により、広く連盟のアピールを行っていくこととした。その他の議案も提案通り可決・承認された。

【議事内容】
(1) 平成27年度会計報告、会計監査報告
(2) 第51回全国大会実施概要について
(3) 平成28年度役員の選出について

退任 顧問： 真田康臣、赤羽根靖隆、安田浩
新任 相談役： 黒川正道、船津卓三、

野中秀治、宇治野勇
担務変更 頼政秀幸（会計担当⇒事務局長）

大室仲（事務局長⇒総務担当）
窪田圭司（全国大会担当⇒会計担当）

(4) 平成28年度予算案および年会費について
(5) 第52回全国大会の実施予定

主管：関東支部
時期：平成29年8月（予定） 場所：茨城県（予定）

以後の予定：53回九州、54回東北、55回東京
(6) 広報強化について
(7) 報告事項

役員の近況
各支部の活動状況報告

(8) その他

NTTグループ弓道連盟 更なる発展を目指して！
～ 頼政新事務局長の誕生、連盟会員増強に向けた広報強化 ～

頼政新事務局長 大室前事務局長

広報強化施策の審議 総会模様

団体戦 優勝 東京支部

支部活動

【中央支部】 東京三地連の例会で大室が参段以下優勝、三多摩勤労者大会で加本が入賞。支部合宿の開催、東京支部と
合同で中塚範士研修会、月例会を開催。

【東京支部】 三多摩勤労者大会で団体優勝、個人入賞多数、全日本実業団大会で団体女子４位入賞、東京都実業団で団
体2位、個人戦で宮川、石川が入賞、全日本勤労者大会に東京代表で参加。中塚範士講習会、支部合宿、月例
会の開催。

【関東支部】 千葉県実業団大会、千葉県勤労者大会への参加。射初会、春季大会、支部合宿＆支部大会を開催。

【信越支部】 会員は各地域の弓道会に所属して、それぞれ大会に参加しているが、支部の活動としては、ＮＴＴグループ大会
が唯一の活動の場となっている。

【東海支部】 愛知県スポレク東尾張地区大会で遠山が団体3位、三重スポーツフェスティバルで畑出が団体優勝、岐阜市民
体育大会四段以上の部で上田が優勝、地域講習会受講等。支部の全国大会予選会兼射会を開催。

【北陸支部】 七尾市能登島武道館立野弓道場開設記念大会で山本が団体優勝・個人3位、石川護国神社春季例大祭奉納
大会で正札が入賞、ゆうゆうクラブ七夕射会で正札・山本司・山本輝子が団体優勝など。個人活動が中心。

【関西支部】 大阪城弓道場杯大会で舩津卓、舩津綾、野中が入賞、大阪府冬季例会で野中が男子称号3位、大阪市長杯で
舩津綾が入賞、地域講習会受講など。関西支部合同練習を実施。

【四国支部】 愛媛県秋季ねんりん交流大会で村上範子が女子優勝、川之江大会で村上敏行が男子優勝、徳島県ねんりん
ピックで福本が称号の部優勝、支部対抗戦で天野が団体優勝など。四国勤労者選手権大会でベスト16。

【九州支部】 全国大会メンバー選抜を兼ねた九州大会を開催。熊本地区については、合同練習や月例会を開催、各種大会
等へもＮＴＴチームとして積極的に参加。熊本市道場対抗団体3位、熊本市弓道大会団体3位など。

【東北支部】 会員の減少により支部としての練習はできない状況。東北電力との合同練習、地域の大会に個人として参加。

【北海道支部】 地域の各種大会・講習会に参加。札幌地区職域対抗弓道大会では栗城（家族）が個人二部3位。

【ドコモ支部】 博多祇園山笠大会で向吉が個人優勝、全日本実業団大会に木俣が参加。新入部員2名発掘。北陸支部と合同
で強化合宿を実施。戸田吉美 教士六段が逝去された。

【JIP支部】 月1回の月例練習会、射会を開催。山梨県で合宿を実施。全日本実業団大会に14名参加など。

【データ支部】 会員拡大に向けた社内活動に取り組み。東京支部と合同で月1回の月例射会と随時の研修会実施。地域の各
種大会では、青梅線沿線弓道大会で池田が団体1位、練馬区民体育大会で金子哲が称号者の部1位など。

大会活動

第51回NTTグループ全国弓道大会の開催にあたり、（公財）全日本弓道連盟、徳島県弓道連盟からご後援を頂いた。

昇段・昇格
◆教士：舩津卓（関西） ◆錬士：畑出（東海）
◆五段：小田（九州）、岩本（九州）、武田健（データ）
◆四段：上田（東海）、松嶋（九州）、清崎（九州）、岡本（データ）
◆参段：窪田（データ） ◆弐段：砂月（九州） ◆1級：松隈（九州）、栗城（北海道）



特別賞大会結果 個人戦

大会写真集

団体戦 準優勝 関東支部 団体戦 第三位 九州支部 団体戦 第三位 関西支部

【一部】 参段以下 出場者34名

優 勝 頼政秀幸(データ） 7中 ○○○○ ○○×○

準優勝 渥美宝（データ) 6中 ○×○○ ○○×○

第三位 別司啓司（北陸） 5中 ○○×× ○×○○ 遠近

第四位 武田太一(データ） 5中 ○×○○ ×○○× 遠近

第五位 惣臺聖治（関西） 4中 ××○× ×○○○ 遠近

【ニ部】 四、五段 出場者40名

優 勝 森晴美（北陸) 7中 ○○○○ ○○○×

準優勝 小田新一郎（九州） 6中 ○○○× ×○○○ 遠近

第三位 河合亮一（東京） 6中 ○○×○ ○○○× 遠近

第四位 大井朋子（東京） 6中 ○○×○ ○○○× 遠近

第五位 廣木栄則（関東） 6中 ○×○○ ○×○○ 遠近

【三部】 称号者 出場者30名

優 勝 藤原有紀恵（東京） 8中 ○○○○ ○○○○

準優勝 池田浩三（データ） 7中 ○○○○ ○×○○ 遠近

第三位 岩瀬康則（北海道） 6中 ××○○ ○○○○ 遠近

第四位 藤原真（東京） 5中 ××○○ ○○○× 遠近

第五位 吉井俊郎 (九州） 5中 ○×○○ ○○×× 遠近

【総合優勝決定戦】

一部 頼政秀幸(データ） × 遠近

二部 森晴美（北陸) × 遠近

三部 藤原有紀恵（東京） × 遠近 総合優勝

【優秀選手賞】

藤原有紀恵（東京）

【敢闘選手賞】

大光明直孝（中央） 向峰典子（関東）

久保正治（信越） 牧野雄一（東海）

森晴美（北陸） 池畑良作（関西）

福本交伸（四国） 小田新一郎（九州）

岩瀬泰則（北海道） 神代真琴（ドコモ）

石川稚菜（データ） 丸山郁夫（JIP）

【女子優秀賞】

藤原有紀恵（東京）

【名越賞】

藤原有紀恵（東京）

個人戦 入賞者

来賓射礼（大惠俊一郎 徳島県弓道連盟会長） 会長挨拶（黒田副会長） 選手宣誓（成松選手）

關副会長挨拶

乾杯（高畠顧問）

余興
（佐那河内すだち連のみなさん）

矢渡（四国支部 村上範子選手）

団体戦 優勝（東京支部） 団体戦 準優勝（関東支部）

（写真左）
個人一部 優勝
頼政選手（データ支部）

（写真中央）
個人二部 優勝
森選手（北陸支部）

（写真右）
個人三部 優勝
個人総合優勝
女子優秀賞
藤原選手（東京支部）


